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包括的連携協定締結により目指す姿
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県民一人一人が「安心」の土台と「誇り」により、

夢や希望に「挑戦」しています

～仕事も暮らしも。里もまちも。

 それぞれの欲張りなライフスタイルの実現～

柔しく。それは、心づかい、気くばり、思いやり。

剛く。それは、意志、知識、技術。

「柔しく剛く」を体現できる女性を社会へ送り出し続

けること、これが安田女子大学の常に変わらぬ使命

であり目標です。

広島県と安田女子大学双方が目指す姿の実現に向けて、

以下の4項目について特に連携を強化します。

＜重点連携項目＞

  ①若者流出抑制に向けた取組    ③観光振興の推進

  ②ＡＩで未来を切り開く             ④食品ロス削減に向けた取組



・女性の活躍・働き方改革に関すること （①）

・教育・文化の振興に関すること （①②）

・県政情報の発信・観光振興に関すること （③）

  ・環境対策・リサイクルに関すること （④）
・県産品の販売促進に関すること

・地域防災に関すること

・地域の安全・安心に関すること

・少子化対策・子育て支援・青少年育成に関すること

・高齢者支援・障がい者支援に関すること

・健康増進・食育に関すること

・その他、県民サービスの向上・地域社会の活性化に関すること
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連携事項

広島県と安田女子大学は、以下の11分野について連携して取り組みます。

※色付きの分野名は、重点連携項目が該当する分野



◆＜在学生対象＞理工系キャリア教育プログラムの共同開発や
インターンシップ企業の開拓

◆＜中高生対象＞理工系企業（理工系職種）の見学ツアーや出前授業等の実施

カリキュラムと連携したキャリア教育プログラムの共同開発を
行う。また、理工系インターンシップ先となる県内企業の開拓
を連携して行う。

女性の活躍・働き方改革
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重点連携項目①：

教育・文化の振興

理工系企業（理工系職種）の見学ツアーや、
中学校・高校への出前授業等を連携して実施する。
生徒が、県内の魅力的な企業や、身近なロール
モデル、具体的なキャリアパスに触れる機会を創出。

～「理系人材」のロールモデルの提供と活躍支援～

若者流出抑制に向けた取組

理工系分野に興味・関心を抱かせ、

理系の進路選択の後押しをする。

理論と実践を結びつけた教育を推進。また、県内企業に

ついて知る機会を提供することで、県内定着の促進
および地域イノベーションの活性化に寄与する。

安田女子大学は、令和７年4月、

女子大学として全国初の『理工学部』を開設
TOPIC
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重点連携項目②：ＡＩで未来を切り開く

◆ひろしまAI部との連携

広島県は、令和６年9月10日、ＡＩを積極的に利活

用して、誰もが希望を持てる社会と未来を目指し、

「ＡＩで未来を切り開く」ひろしま宣言を発表。

AIが実社会でどのように活用され、どのような可

能性を秘めているのかを学ぶ『ひろしまＡＩ部』の

関連プログラムに、理工学部情報科学科の教員を

中心に、コーチや講師派遣等を行う。

教育・文化の振興

※ひろしまAI部・・・
 令和６年度発足。高校生を対象に、AIを理解し、
 活用する力を身に着ける産学官連携の人材育成
プログラム。地元企業とのＡＩチャレンジ（企業訪問
 やワークショップ等）を順次実施。

高校生の「協働的な学び」のサポートを行いつつ、

大学としての教育・研究活動を地域に還元し、社

会や企業の課題解決にテクノロジーを活用できる

理工系人材の育成に寄与する。

安田女子大学は、令和７年4月、

女子大学として全国初の『理工学部』を開設
TOPIC
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重点連携項目③：観光振興の推進

◆観光プロダクトの共同開発や課題解決に向けての教育研究
 

HITや観光事業者等と連携し、観光プロダクトの開発

や観光地の課題解決につながる教育研究等を行う。

県政情報の発信、観光振興

◆学内外での情報発信
HITひろしま観光大使としての情報発信や、ひろし

ま観光アプリ「KINSAI」等を活用した広島ファンの
拡大

学生の視点で、観光資源の有効活用や、観光客の利便性

の向上、オーバーツーリズムの改善等に向き合うことで、
さらなる広島県の魅力発信と観光振興に寄与する。

広島ファンの獲得や観光客への「おもてなし」を通

じて、地域に貢献していく。

安田女子大学は、令和６年11月１２日、

広島県観光連盟（HIT）と包括連携協定を締結
TOPIC
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重点連携項目④：食品ロス削減に向けた取組

◆ レシピの開発やレシピ集の作成等、食品ロス普及啓発での連携

食品ロスを削減できる使い切りレシピの開発を行う。

また、県のキャンペーン「減らそう食ロス 広島アクション」

に申し込みのあった公募のレシピを管理栄養学科監修の

もと、レシピ集を作成する。

環境対策・リサイクル

大学で学んだ知識・経験を活かして、レシピ開発や地域

住民に向けた料理教室を行うこと等によって、社会全体

として食べ物を無駄にしない意識の醸成と定着を図り、

食品ロスの削減を進めていく。

※減らそう食ロス 広島アクション・・・
食品ロス削減月間である10月から「手前どり」、「使い切りレシピ」、「食べ
きり」の３つのキャンペーンを通して県内全域の食品ロスを減らしていこ
うという取り組み。



県産食材をPRする、大学生が教える料理教室を開催し、地産地消や
地域の農業・水産業に対する理解促進につなげる。

◆ 県産食材を活用したメニュー開発や料理教室の開催

県産品の販売促進

地域防災
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その他の連携事項（1/3）

◆ 広島県「みんなで減災」県民総ぐるみ運動への参加

「みんなで減災」一斉防災教室へ参加し、学内における防災・減災への備えを啓発する。
「安全教育・防災体験」の定期実施時等において、マイ・タイムラインの作成や普及の促進に取り組む。

◆ 災害等発生時に、福祉避難所で「福祉的支援ボランティア」として支援

大規模災害発生時に、支援人材の不足よって、福祉避難所※の開設が困難
な場合に備えて、今後、安田女子大学は、被災市町の要請に基づいて、看護
学科の学生が福祉避難所で避難者支援等のボランティア活動に携わる協力
体制を県と構築し、被災者支援の協力に取り組む。

地域の安全・安心

※福祉避難所・・・
災害時に体育館等の一般の避難所での避難生活が困難な高齢者や障害のあ
る方等、特別な配慮を必要とする方が安心して避難できるように、市町にお
いて開設される避難所



安田女子大学は、呉市上蒲刈島の広島県立県民の浜を
活性化する「県民の浜ブランディングプロジェクト」へ
参画しており、地球温暖化等環境問題における
啓蒙イベント等を通し、環境保全活動を推進する。

◆ 環境保全啓蒙活動の推進

環境対策・リサイクル
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その他の連携事項（2/3）

少子化対策・子育て支援・青少年育成

◆ 子供の居場所の充実／子供と子育てにやさしい環境整備
安田女子大学が地域の幼児を招待して行う「安田こども劇場」や、県が主催する親子参加型イベント

「あそびのひろば」への学生ボランティアの派遣を通じて、地域の子育て支援を推進する。

◆ 広島県子供議会への参画
広島県子供議会に、若者サポーターとして学生を派遣し、子供議員の後方支援を行う。

◆ 不登校等児童生徒への支援
広島県教育支援センター（SCHOOL “S”）に、学生ボランティアを派遣し、学習支援等サポートを行う。

健康増進・食育

◆ 女性の健康寿命の延伸に関する取組での連携
若年層や女性を対象とする、健康増進普及啓発イベントや食育イベント等で、
女性の食生活の見直し等の啓発活動を行う。



◆ 書道を起点とした文化振興
日本の伝統文化の活性化と認知度向上を目的に、各種イベント
での書道パフォーマンスの実施や、題字の作成等において連携
する。

教育・文化の振興

広島県が令和１２年までに実現を目指す「ひろしまビジョン」を学内に広く普及させ、その理念と方針
について、学生や教職員の意識を向上させる。

その他、県民サービスの向上・地域社会の活性化
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その他の連携事項（3/3）

◆ 学内でのひろしまビジョン普及啓発

◆ 安心して生活できる、また訪れることができる環境の整備
県内の高等学校等に教員を派遣し、出張日本語教室を開催する。
また、イベントや通常の観光客への対応として、学生の通訳ボランティアを派遣する。

高齢者支援・障がい者支援

◆ 高齢者向け料理教室の開催
高齢者自身が健康的な食生活に対する意識を高めるために、減塩やフレイル予防に役立つメニューの
情報提供および料理教室を開催する。



県民一人一人が「安心」の土台と「誇り」により、

夢や希望に「挑戦」しています

～仕事も暮らしも。里もまちも。それぞれの欲張りなライフスタイルの実現～
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